
(57)【要約】

【課題】

　積層された固定鉄心を溶接により固定する際、溶接の

熱変形により内径の寸法の悪化と、スロットの位置ずれ

，溶接ビードが切れてしまうという問題がある。

【解決手段】

　積層された固定鉄心の外周側面を溶接する場合、ティ

ースとティースの間のスロット部に周方向を拘束するた

めのガイドを挿入し、内周側面を押し広げた後、固定鉄

心の積層方向から挟み込むように押圧する。ここで押圧

する部材に突起を設けて、その突起部で溶接する個所の

みを押圧し、固定鉄心の外周側面を溶接する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 帯 状 鋼 板 を 巻 回 積 層 し て 積 層 巻 回 鋼 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 積 層 巻 回 鋼 の 内 周 部 を 外 周 部 へ 向 か っ て 押 し 広 げ 、 該 積 層 巻 回 鋼 の 外 周 部 の 少 な く
と も 一 部 を 溶 接 す る 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 固 定 鉄 心 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 固 定 鉄 心 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 前 記 溶 接 す る 工 程 は 、 前 記 積 層 巻 回 鋼 の 積 層 上 面 と 積 層 下 面 と の 間 を 押 圧 し な が ら 行 わ
れ る こ と を 特 徴 と す る 固 定 鉄 心 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 固 定 鉄 心 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 前 記 積 層 巻 回 鋼 の 前 記 積 層 上 面 と 前 記 積 層 下 面 と の 間 に お け る 押 圧 は 、 前 記 溶 接 さ れ る
部 分 の 周 囲 で 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 固 定 鉄 心 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か 一 に 記 載 の 固 定 鉄 心 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 前 記 溶 接 す る 工 程 は 、 前 記 積 層 巻 回 鋼 が 前 記 積 層 上 部 か ら 前 記 積 層 下 部 に か け て 有 す る
孔 部 に 固 定 部 材 を 挿 入 し な が ら 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 固 定 鉄 心 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か 一 に 記 載 の 固 定 鉄 心 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 円 錐 状 の 内 径 を 有 す る マ ン ド レ ル を 用 い て 前 記 積 層 巻 回 鋼 の 前 記 内 周 部 を 前 記 外 周 部 へ
向 か っ て 押 し 広 げ る こ と を 特 徴 と す る 固 定 鉄 心 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か 一 に 記 載 の 固 定 鉄 心 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 前 記 積 層 巻 回 鋼 は 、 巻 回 積 層 さ れ た ス パ イ ラ ル コ ア で あ る こ と を 特 徴 と す る 固 定 鉄 心 の
製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 固 定 鉄 心 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 前 記 板 状 鋼 板 は 、 ２ つ の テ ー パ ロ ー ラ を 用 い て 押 圧 し 、 曲 げ る こ と に よ り 、 所 定 の 曲 率
を 有 す る ス パ イ ラ ル コ ア を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 固 定 鉄 心 の 製 造 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 径 に 回 転 子 を 持 つ 回 転 電 機 に 用 い ら れ る 鉄 心 に 係 り 、 特 に 、 ら せ ん 状 に 積
層 さ れ る ス パ イ ラ ル コ ア の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 径 に 回 転 子 を 持 つ 固 定 鉄 心 の 製 造 方 法 は 、 （ １ ） 帯 状 鋼 板 の 一 側 縁 に そ っ て 鉄 心 歯 を
打 抜 き 、 こ の 帯 状 板 を 巻 回 積 層 し 、 ス ロ ッ ト の 位 置 を 合 わ せ て 積 層 方 向 か ら に 押 圧 し た 状
態 で 鉄 心 外 周 部 を 数 箇 所 溶 接 し て 固 定 す る 方 法 と 、 （ ２ ） 帯 状 鋼 板 か ら リ ン グ 状 で ヨ ー ク
か ら 突 出 し た 多 数 の テ ィ ー ス 間 に 多 数 の ス ロ ッ ト が 形 成 さ れ た 形 状 で １ 枚 １ 枚 抜 き 落 と し
た 後 、 積 層 し 、 外 周 の 数 箇 所 を 溶 接 し て い る も の や リ ン グ 状 の も の を 円 周 方 向 に 分 割 し 、
そ の 形 状 を 帯 状 鋼 板 か ら 打 抜 き 、 リ ン グ 状 に な る よ う に 積 層 す る 分 割 コ ア の 外 周 を 数 箇 所
溶 接 す る 製 造 方 法 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 円 筒 状 の ヨ ー ク 部 コ ア と テ ィ ー ス 部 コ ア に 分 割 さ れ た コ ア で 構 成 さ れ る 固 定 鉄 心
で ヨ ー ク 部 と テ ィ ー ス 部 の 嵌 合 部 の ギ ャ ッ プ を 縮 小 化 す る 方 向 に 内 径 か ら 拡 張 治 具 に よ り
拡 張 し 組 み 立 て る 製 造 方 法 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ５ ３ － ８ ５ ３ ０ ６ 号 公 報
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【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ９ ９ ６ ２ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ９ ９ ６ ６ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 固 定 鉄 心 を 固 定 す る 際 、 溶 接 の 熱 変 形 に よ り 内 径 の 寸 法 が 悪 化 し 、 回 転
子 と の ギ ャ ッ プ が ば ら つ き 生 じ 、 出 力 特 性 が 低 下 と 磁 気 音 が 大 き く な る 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 分 割 コ ア の 内 径 を 拡 張 し な が ら 、 外 周 溶 接 を 行 う 際 、 固 定 鉄 心 を 積 層 方 向 に 押 圧
し な い た め 、 積 層 に よ り 発 生 し た 隙 間 に よ り 、 溶 接 ビ ー ド が 切 れ て し ま い 固 定 鉄 心 を 固 定
で き な い も の が 発 生 す る 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 固 定 鉄 心 の ス ロ ッ ト の 開 口 部 を 内 径 心 金 に つ い た ブ レ ー ド に よ り 、 ス ロ ッ ト の 位
置 を 揃 え て い る が 、 ス パ イ ラ ル コ ア に お い て は 、 テ ィ ー ス が 等 間 隔 で 階 段 状 に ず れ る ス キ
ュ ー が 発 生 す る 。 テ ィ ー ス の 先 端 を 押 さ え た 場 合 で も 、 外 径 側 の テ ィ ー ス の 位 置 ズ レ が 残
り 、 巻 線 の 挿 入 性 を 悪 化 さ せ 、 巻 線 の 占 有 面 積 が 小 さ く な り 、 巻 き 線 の 数 が 少 な く な り 、
出 力 が 低 下 す る 問 題 が あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ る 固 定 鉄 心 の 製 造 方 法 は 、 帯 状 鋼 板 を 巻 回 積 層 し て 積 層 巻 回 鋼 を 形 成 す る 工
程 と 、 積 層 巻 回 鋼 の 内 周 部 を 外 周 部 へ 向 か っ て 押 し 広 げ 、 積 層 巻 回 鋼 の 外 周 部 の 少 な く と
も 一 部 を 溶 接 す る 工 程 と を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 好 ま し く は 、 本 発 明 は 、 溶 接 す る 工 程 が 、 積 層 巻 回 鋼 の 積 層 上 面 と 積 層 下 面 と の 間 を 押
圧 し な が ら 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 好 ま し く は 、 積 層 巻 回 鋼 の 積 層 上 面 と 積 層 下 面 と の 間 に お け る 押 圧 は 、 溶 接 さ れ
る 部 分 の 周 囲 で 行 わ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 固 定 す る た め の 外 周 溶 接 に よ り 、 内 径 の 寸 法 の 悪 化 と 溶 接 の ビ ー ド 切
れ を 抑 制 し 、 ス ロ ッ ト の 位 置 ず れ を 低 減 す る こ と が で き る た め 、 回 転 子 と の ギ ャ ッ プ を 一
定 に し た 固 定 鉄 心 を 提 供 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 外 周 溶 接 に よ る 内 径 寸 法 の 変 形 も な く 、 ビ ー ド 切 れ の 発 生 を 抑 制 し 、 ス ロ ッ ト 位 置 ず れ
を 低 減 し た 、 回 転 電 機 の 固 定 鉄 心 を 実 現 し た 。 以 下 、 図 に 基 づ き 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す
る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ に 回 転 電 機 の 固 定 鉄 心 １ を 示 す 。 円 筒 状 の コ ア バ ッ ク １ ａ と 、 テ ィ ー ス １ ｂ 、 か ら
構 成 さ れ て お り 、 ス ロ ッ ト １ ｃ は 巻 線 が 入 る 部 分 で あ る 。 図 ２ 及 び 図 ３ を 用 い て 、 本 実 施
例 の 製 造 方 法 の 工 程 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 に 用 い ら れ る 溶 接 装 置 の 一 実 施 例 で あ る 。 図 ２ に 示 す と お り 、 固 定 鉄 心
１ は 拡 張 マ ン ド レ ル ２ と ギ ャ ッ プ を 保 ち な が ら 挿 入 さ れ 、 整 列 ピ ン ３ を ス ロ ッ ト １ ｃ に 入
れ 、 テ ィ ー ス １ ｂ は 整 列 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ は 、 外 周 側 面 の 溶 接 工 程 を 示 し た も の で あ る 。 図 ３ の （ Ｉ ） の 状 態 か ら 、 上 型 ７ が
下 降 す る と 、 図 ３ の （ II） の よ う に テ ー パ 状 の マ ン ド レ ル ４ が 拡 張 マ ン ド レ ル ２ の 内 径 テ
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ー パ 部 に 接 し 、 次 に 拡 張 マ ン ド レ ル ２ を 押 し 広 げ 、 固 定 鉄 心 １ の 径 が 拡 張 す る 。 こ こ で 、
マ ン ド レ ル ４ と 拡 張 マ ン ド レ ル ２ が 接 す る 部 分 が テ ー パ で あ る た め 、 固 定 鉄 心 １ の 内 径 寸
法 が ば ら つ い て も 押 し 広 げ る 荷 重 は 同 じ に す る こ と が で き る 。 マ ン ド レ ル ４ の 後 に は 油 圧
シ リ ン ダ １ ０ が 付 い て お り 、 マ ン ド レ ル ４ を 一 定 の 荷 重 で 押 し 出 し て い る （ こ の 油 圧 シ リ
ン ダ の 部 分 は 、 荷 重 が 合 え ば 、 ス プ リ ン グ を 使 用 す る こ と も で き る 。 ） 。 マ ン ド レ ル ４ が
押 し 戻 さ れ た 際 に は 、 内 部 圧 力 が 上 昇 し な い よ う に 、 図 示 し て い な い リ リ ー フ 弁 に よ り 内
部 圧 力 の 変 動 を 防 ぎ 、 固 定 鉄 心 の 拡 張 力 を 一 定 に し 、 固 定 鉄 心 １ の 径 寸 法 が 一 定 と な る 構
造 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 図 ３ の (III) に 示 す よ う に 、 固 定 鉄 心 上 面 １ ｄ に 、 上 押 圧 治 具 ６ が 接 し 、 固 定 鉄
心 １ は 下 押 圧 治 具 ５ と 上 押 圧 治 具 ６ で 積 層 方 向 に 押 圧 さ れ る 。 こ の と き 固 定 鉄 心 １ は 押 圧
荷 重 に よ り 、 １ 枚 １ 枚 が 密 着 す る 。 次 に 溶 接 ト ー チ ８ に よ り 固 定 鉄 心 外 周 部 １ ｅ を 溶 接 し
、 固 定 鉄 心 １ を 固 定 す る 。 上 型 が 上 昇 し 、 マ ン ド レ ル ４ が 拡 張 マ ン ド レ ル ２ か ら 抜 け 、 拡
張 マ ン ド レ ル ４ は 径 が 窄 み 、 固 定 鉄 心 １ と ギ ャ ッ プ が 生 じ る 。 最 後 に 固 定 鉄 心 １ が 取 り 出
さ れ 工 程 は 完 了 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う に 、 固 定 鉄 心 の 外 周 部 １ ｅ を 溶 接 す る 際 に は 、 固 定 鉄 心 の 内 周 部 １ ｆ を 一 定 の
力 で 拡 張 し た 後 、 積 層 方 向 に 密 着 さ せ る た め 、 固 定 鉄 心 １ は 溶 接 の 熱 で の 変 形 が 抑 え ら れ
る た め 、 所 定 の 内 径 寸 法 が 確 保 で き る 。 そ し て 、 マ ン ド レ ル ４ の 外 径 部 と 拡 張 マ ン ド レ ル
２ の 内 径 部 ２ ａ は テ ー パ で あ る た め 、 固 定 鉄 心 １ の 内 径 が ば ら つ い て も 、 拡 張 力 は 一 定 で
あ る た め 、 内 径 寸 法 が 安 定 す る 。 ま た 、 積 層 方 向 に 固 定 鉄 心 １ を 押 圧 し て い る た め 、 密 着
に よ り 溶 接 ビ ー ド ９ は 切 れ る こ と が な く 、 さ ら に 、 ス ロ ッ ト 内 部 に 整 列 ピ ン ３ を 挿 入 し て
い る た め 、 テ ィ ー ス １ ｂ の 位 置 ず れ を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 図 ４ と 図 ５ を 用 い て 本 発 明 の 実 施 例 ２ を 説 明 す る 。 図 ４ は 、 固 定 鉄 心 １ が ス キ ュ
ー し た 状 態 の 部 分 図 を 示 し た も の で あ る 。 図 ５ は 、 固 定 鉄 心 １ を 下 型 溶 接 雇 に 挿 入 し た 状
態 の 部 分 図 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ス キ ュ ー と は 、 テ ィ ー ス １ ｂ が 周 方 向 に ほ ぼ 等 間 隔 に ず れ た 状 態 を 意 味 し て い る 。 図 ４
に 示 す よ う に 、 ス キ ュ ー は 、 固 定 鉄 心 １ が 特 に ス パ イ ラ ル コ ア で あ る 場 合 に 発 生 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 固 定 鉄 心 １ は 、 図 示 し て い な い 巻 線 が 入 り 完 成 す る も の で あ る か ら 、 テ ィ ー ス １ ｂ が 位
置 ず れ す る と ス ロ ッ ト １ ｃ の 間 隔 が 小 さ く な る 。 こ の た め 、 巻 線 の タ ー ン 数 が 少 な く な り
、 出 力 が 低 下 し て し ま う 。 従 っ て 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 整 列 ピ ン ３ は ス ロ ッ ト １ ｃ に 挿 入
さ れ 、 テ ィ ー ス １ ｂ の 径 方 向 を ガ イ ド し て い る 。 そ し て 、 整 列 ピ ン ３ は 径 方 向 に 対 し て は
ギ ャ ッ プ Ｓ が あ り 、 固 定 鉄 心 １ が 拡 張 マ ン ド レ ル ２ に 押 し 広 げ ら れ た 際 、 テ ィ ー ス １ ｂ に
整 列 ピ ン ３ が 干 渉 し な い よ う な 構 成 と な っ て い る 。 こ の よ う に 、 テ ィ ー ス １ ｂ の 位 置 ず れ
が 防 止 で き る た め 、 従 来 技 術 に 比 べ て 巻 線 の タ ー ン 数 が 増 え 、 高 出 力 化 を 図 る こ と が で き
る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 図 ６ と 図 ７ を 用 い て 本 発 明 の 実 施 例 ３ を 説 明 す る 。 図 ６ は 、 固 定 鉄 心 １ の 部 分 図
を 示 し た も の で あ る 。 図 ７ に は 、 固 定 鉄 心 １ を 積 層 方 向 に 押 圧 す る 状 態 の 部 分 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ６ の （ Ｉ ） は 固 定 鉄 心 １ の 部 分 図 で 、 こ の 断 面 図 が 図 ６ の （ II） で あ る 。 固 定 鉄 心 １
は 、 プ レ ス 等 に よ り 打 ち 抜 か れ る た め 、 側 面 は だ れ １ ｇ 、 破 断 面 １ ｊ 、 か え り １ ｋ か ら 構
成 さ れ る 。 固 定 鉄 心 １ が 積 層 さ れ る と 、 側 面 は だ れ １ ｇ と せ ん 断 面 １ ｈ 、 破 断 面 １ ｊ と で
、 高 さ は ま ち ま ち に な る 。 ま た 、 か え り １ ｋ に よ り 隙 間 Ｌ １ が 生 じ て し ま う 。 こ の た め 、
図 ７ の （ III） に 示 す 溶 接 の ビ ー ド 切 れ ９ ａ が 発 生 す る 原 因 と な る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 実 施 例 で は 、 固 定 鉄 心 １ を 密 着 さ せ る と ビ ー ド 切 れ 防 止 に な る た め 、 積 層 方 向 か ら 押
圧 し 、 隙 間 Ｌ １ を な く し て か ら 溶 接 を 行 う 。 さ ら に 、 図 ７ の （ Ｉ ） に 示 す よ う に 、 上 押 圧
治 具 突 起 ６ ａ と 下 押 圧 治 具 突 起 ５ ａ に よ り 、 溶 接 部 分 の み を 押 圧 す る こ と で 、 密 着 度 を よ
り 向 上 す る こ と が で き 、 ビ ー ド 切 れ ９ ａ を 抑 え る こ と が で き る た め 、 良 好 な 溶 接 ビ ー ド ９
が 得 ら れ る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 図 ７ と 図 ８ を 用 い て 本 発 明 の 実 施 例 ４ を 説 明 す る 。 図 ８ に は 、 ２ つ の テ ー パ ロ ー
ラ １ １ を 用 い て 加 工 さ れ た ら せ ん 状 の 固 定 鉄 心 １ と 加 工 装 置 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ８ の （ Ｉ ） に 示 す 装 置 を 用 い て 、 図 示 し て い な い プ レ ス 等 で 直 線 状 に 打 抜 か れ た 固 定
鉄 心 １ を ２ つ の テ ー パ ロ ー ラ １ １ が 回 転 し な が ら 押 圧 す る 。 そ し て 、 固 定 鉄 心 １ を 曲 げ る
こ と に よ り 、 一 定 の 曲 率 を 持 つ ス パ イ ラ ル コ ア の 固 定 鉄 心 １ を 製 造 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ８ の （ II） は 、 ２ つ の テ ー パ ロ ー ラ １ １ に よ り 固 定 鉄 心 １ の コ ア バ ッ ク １ ａ を 部 分 的
に 押 圧 し て い る 部 分 図 で あ る 。 こ の よ う に 、 コ ア バ ッ ク １ ａ は 押 圧 さ れ る た め 、 部 分 的 に
テ ー パ １ ｍ に な る 。 図 ８ の （ III） は 、 図 ８ の （ Ｉ ） に 示 す 装 置 を 用 い て 加 工 さ れ た 固 定
鉄 心 １ の 部 分 断 面 図 で あ る 。 こ の よ う に 、 コ ア バ ッ ク １ ａ の と こ ろ に テ ー パ １ ｍ が あ る た
め 、 積 層 さ れ た 場 合 に 隙 間 Ｌ ２ が で き る 。 こ の 隙 間 Ｌ ２ が 存 在 す る と 、 ビ ー ド 切 れ ９ ａ の
原 因 と な る た め 、 ビ ー ド 切 れ ９ ａ が 多 発 す る と い う 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 実 施 例 で は 、 こ の 隙 間 Ｌ ２ を 持 つ 固 定 鉄 心 １ を 溶 接 す る 際 に 、 図 ７ に 示 す よ う な 上 押
圧 治 具 突 起 ６ ａ と 下 押 圧 治 具 突 起 ５ ａ に よ り 、 積 層 方 向 に 部 分 的 に 押 圧 す る こ と で 隙 間
Ｌ ２ を 最 小 限 に す る こ と が で き る た め 、 ビ ー ド 切 れ ９ ａ を 防 止 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 図 ９ を 用 い て 本 発 明 の 実 施 例 ５ を 説 明 す る 。 図 ９ は 、 拡 張 力 と 固 定 鉄 心 １ の 内 径
真 円 度 の 関 係 を 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 拡 張 力 を 大 き く す る と 真 円 度 が 良 く な る が 、 あ る 程 度 ま で 行 く と 、 ほ と ん ど 変 わ ら な く
な る 。 拡 張 力 を か け な い 場 合 の 真 円 度 は ０ .２ ～ ０ .３ で あ り 、 拡 張 力 を か け た 場 合 の 真 円
度 は ０ .０ ５  と な る 。 こ の た め 、 拡 張 力 を か け た 場 合 の 真 円 度 は 、 拡 張 力 を か け な い 場 合
の １ ／ ４ ～ １ ／ ６ と な り 、 真 円 度 の 変 形 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 回 転 電 機 の 固 定 鉄 心 １ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 溶 接 装 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ Ｉ ） か ら （ III） は 外 周 側 面 の 溶 接 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ Ｉ ） か ら （ II） は 固 定 鉄 心 １ が ス キ ュ ー し た 状 態 の 部 分 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 （ Ｉ ） か ら （ II） は 固 定 鉄 心 １ を 下 型 溶 接 雇 に 挿 入 し た 状 態 の 部 分 図 を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ６ 】 （ Ｉ ） か ら (III) は 固 定 鉄 心 １ の 部 分 図 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 （ Ｉ ） か ら （ IV） は 固 定 鉄 心 １ を 積 層 方 向 に 押 圧 す る 状 態 の 部 分 図 を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 ８ 】 （ Ｉ ） は ２ つ の テ ー パ ロ ー ラ に よ り 、 加 工 さ れ た ら せ ん 状 の 固 定 鉄 心 １ と 加 工 装
置 を 示 す 図 で あ る 。 （ II） は 加 工 装 置 の 拡 大 図 で あ る 。 (III) は 加 工 装 置 に よ り 加 工 さ れ
た 固 定 鉄 心 の 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 拡 張 力 と 固 定 鉄 心 １ の 内 径 真 円 度 の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ３ １ 】
　 １ … 固 定 鉄 心 、 １ ａ … 固 定 鉄 心 の コ ア バ ッ ク 、 １ ｂ … 固 定 鉄 心 の テ ィ ー ス 、 １ ｃ … 固 定
鉄 心 の ス ロ ッ ト 、 １ ｄ … 固 定 鉄 心 の 上 面 、 １ ｅ … 固 定 鉄 心 の 外 周 部 、 １ ｆ … 固 定 鉄 心 の 内
周 部 、 １ ｇ … 固 定 鉄 心 の だ れ 部 、 １ ｈ … 固 定 鉄 心 の せ ん 断 面 、 １ ｊ … 固 定 鉄 心 の 破 断 面 、
１ ｋ … 固 定 鉄 心 の か え り 、 １ ｍ … 固 定 鉄 心 の コ ア バ ッ ク テ ー パ 、 ２ … 拡 張 マ ン ド レ ル 、
２ ａ … 拡 張 マ ン ド レ ル の 内 径 、 ３ … 整 列 ピ ン 、 ４ … マ ン ド レ ル 、 ５ … 下 押 圧 治 具 、 ５ ａ …
下 押 圧 治 具 突 起 、 ６ … 上 押 圧 治 具 、 ６ ａ … 上 押 圧 治 具 突 起 、 ７ … 上 型 、 ８ … 溶 接 ト ー チ 、
９ … 溶 接 ビ ー ド 、 ９ ａ … 溶 接 ビ ー ド 切 れ 、 １ ０ … 油 圧 シ リ ン ダ 、 １ １ … テ ー パ ロ ー ラ 、 Ｓ
… 固 定 鉄 心 と 整 列 ピ ン の ギ ャ ッ プ 、 Ｌ １ … 固 定 鉄 心 の か え り に よ る 隙 間 、 Ｌ ２ … 固 定 鉄 心
の テ ー パ ロ ー ラ に よ る 隙 間 。 10
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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